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令
和
４
年
12
月
、
５
年
ぶ
り
に
図
書
館
シ

ス
テ
ム
の
更
新
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
蔵
書
検
索
予
約

サ
ー
ビ
ス
ペ
ー
ジ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
変
わ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
秋
田
市
立
図
書
館
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
用
ア
プ
リ
を
導
入
し
ま
し
た
。
図
書
館
利

用
カ
ー
ド
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、
ア

プ
リ
に
登
録
す
る
と
、
利
用
者
コ
ー
ド
が
表

示
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ア
プ
リ
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
図
書
館
利

用
カ
ー
ド
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

中
に
持
ち
歩
け
る

イ
メ
ー
ジ
で
す
。

家
族
分
を
ま
と
め

て
登
録
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

な
お
、
バ
ー
コ
ー
ド
の
付
い
て
い
な
い
利

用
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー

で
バ
ー
コ
ー
ド
を
印
字
、
ま
た
は
新
し
い
利

用
カ
ー
ド
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
他
、
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
資
料
検
索
画

面
や
マ
イ
ペ
ー
ジ
に
つ
な
が
る
機
能
、
読
み

た
い
本
を
登
録
で
き
る
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
機
能

な
ど
が
利
用
で
き
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
プ
リ

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

きららとしょかん明徳館
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明
徳
館
文
庫
（
フ
ォ
ン
テ
文
庫
）
で
も
、

ご
自
身
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
無
料
の
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
や
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
認
証
す
る
と
、
１
時

間
使
用
で
き
、
再
接
続
も
簡
単
で
す
。　

ま
た
、
明
徳
館
の
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

に
接
続
し
、「
ｄ
マ
ガ
ジ
ン
」
の
ア
プ
リ

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
と
、
人
気
の
雑
誌

1,000
誌
以
上
の
最
新
号
な
ど
を
無
料
で
読
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
認
証
方
法
や
使
用
方

法
に
つ
い
て
は
、
館
内
に
掲
示
し
て
あ
る

ポ
ス
タ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

国
の
広
報
誌
と
し
て
、
法
令
の
公
布
、

国
会
事
項
、
官
庁
報
告
、
公
告
等
を
掲
載

し
て
い
る
「
官
報
」
。
そ
の
内
容
を
明
徳

館
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
て

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
昭
和
22
年
５
月

３
日
か
ら
直
近
ま
で
の
日
付
検
索
と
記
事

検
索
、
有
料
で
コ
ピ
ー
も
で
き
ま
す
。
官

報
掲
載
情
報
を
調
べ
た
い
方
は
、
２
階
の

参
考
資
料
調
査
室
へ
ど
う
ぞ
。

明
徳
館
文
庫
（
フ
ォ
ン
テ
文
庫
）
で
も
、

「
読
書
の
記
録
帳
」
を
交
付
・
記
帳
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
読
書
の
記
録
帳

と
は
、
預
貯
金
の
通
帳
の
よ
う
に
、
借
り

た
本
の
タ
イ
ト
ル
、
著
者
名
な
ど
を
専
用

機
で
印
字
し
て
、
読
書
の
記
録
を
残
せ
る

も
の
で
、
小
学

生
以
下
の
子
ど

も
が
交
付
対
象

で
す
。
図
書
館

に
通
い
、
本
を

選
び
、
読
ん
だ

本
の
思
い
出

を
、
成
長
の
記

録
と
し
て
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、河
辺
分
館
と
明
徳
館
文
庫（
フ
ォ

ン
テ
文
庫
）
に
１
台
ず
つ
、
本
の
除
菌
機

を
設
置
し
ま
し
た
。
本
の
除
菌
機
は
、
除

菌
ラ
イ
ト
を
照
射
す
る
こ
と
で
、
一
度
に

最
大
６
冊
の
本

を
30
秒
で
除
菌

で
き
ま
す
。
図

書
館
で
本
を
借

り
た
時
な
ど
、

ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

図
書
館
ア
プ
リ
新
登
場
！

｢

読
書
の
記
録
帳
印
刷
機｣

、

｢

本
の
除
菌
機｣

増
設
！

「マイページ」へ「簡単検索」する

　「
表
示
切
替
」
な
ど
の
機
能
を
追
加
し
ま
し
た
！

　
お
試
し
く
だ
さ
い
。

無
料
の
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

拡
充
更
新
し
ま
し
た
！

官
報
情
報
検
索

サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

（スマートフォン画面） 窓窓
明明
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今
年
は
明
徳
館
開
館
40
周
年
の
年
で

す
。
干
支
は
卯
。
ウ
サ
ギ
の
よ
う
に
跳
ね

て
、
少
し
先
の
図
書
館
は
こ
ん
な
感
じ
と
、

バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
（
仮
想
現
実
）

風
に
想
い
を
巡
ら
せ
て
み
ま
し
た
。
Ｖ
Ｒ

に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

明
徳
館
の
正
面
か
ら
入
館
す
る
と
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
一
般
図
書
が
並
ん
で
い

ま
す
。
耳
を
澄
ま
す
と
微
か
に
心
地
よ
い

Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
流
れ
て
い
ま
す
。
電
子
書
籍
が

導
入
さ
れ
て
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
貸
出

し
が
可
能
で
す
が
、

多
く
の
方
が
書
棚
で

自
分
の
好
み
の
本
や

新
た
な
本
と
の
出
会

い
を
楽
し
ん
で
い
る

よ
う
で
す
。
本
を
借
り
る
人
は
、
本
を
持
っ

て
無
人
の
受
付
ゲ
ー
ト
に
向
か
い
、
読
み

取
り
装
置
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
本
を
翳

す
だ
け
で
、
手
続
き
が
完
了
し
ま
す
。
す

べ
て
の
書
籍
に
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
が
貼
り
付
け

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
隣
の
カ
ウ
ン

タ
ー
で
は
、
自
分
の
研
究
に
ど
ん
な
本
が

参
考
に
な
る
の
か
司
書
に
聞
き
な
が
ら
会

話
を
楽
し
ん
で
い
る
方
も
い
ま
す
。

児
童
書
の
エ
リ
ア
に
向
か
い
ま
す
。
今

日
は
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
ふ
れ
あ
う
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
選
手

か
ら
サ
ッ
カ
ー
本
の
解
説
や
実
技
指
導
を

受
け
る
な
ん
て
夢
の
よ
う
で
す
。隣
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
し
て
い
ま
す
。
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
に

「
保
育
士
」
と
書
か
れ
て
い
る
方
も
い
る

の
で
、
小
さ
い
子
ど
も
を
連
れ
た
親
御
さ

ん
は
、
子
ど
も
を
預
け
て
、
自
分
の
好
き

な
本
を
探
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。
読

み
聞
か
せ
の
後
に

は
、
保
育
士
さ
ん

に
育
児
に
関
す
る

悩
み
を
相
談
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

２
階
は
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
解
決
の
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
発

信
し
て
い
く
エ
リ
ア
で
す
。
こ
の
テ
ー
ブ

ル
で
は
図
書
館
資
料
を
片
手
に
、
市
の
職

員
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
、
黄
色
の
ワ
ッ
ペ
ン
を

付
け
た
司
書
が
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
黄

色
の
ワ
ッ
ペ
ン
は
福
祉
が
得
意
な
司
書
で

す
か
ら
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
課
題
解
決

に
つ
い
て
資
料
を
紹
介
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
研
修
・
企
画
ホ
ー
ル
入
口
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
ボ
ー
ド
に
は
、
市
民
講
座
や
企

画
事
業
の
日
程
が
ぎ
っ
し
り
書
き
込
ま
れ

て
い
ま
す
。市
民
講
座
の
次
第
を
見
る
と
、

講
師
の
講
義
時
間
と
質
疑
応
答
の
時
間
が

同
じ
く
ら
い
で
、
ま
る
で
大
学
の
ゼ
ミ
の

よ
う
な
雰
囲
気
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
企
画
し
た
講
座
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
た
発
表
形
式
の
も
の
も
あ

り
ま
す
。
企
画
展
示
で
は
周
辺
施
設
、
地

方
公
共
団
体
や

民
間
の
会
社
な

ど
と
コ
ラ
ボ
し

た
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
だ
テ
ー

マ
設
定
が
多
い

こ
と
が
目
を
引

き
ま
す
。

３
階
に
は
学
習
室
、
参
考
資
料
調
査
室

が
あ
り
ま
す
。
秋
田
の
歴
史
に
新
た
な
発

見
が
あ
り
、
発
表
す
る
論
文
や
寄
稿
文
を

作
成
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、
膨
大
な

資
料
と
に
ら
め
っ
こ
し
て
い
る
人
が
多
く

い
ま
す
。こ
こ
は
と
て
も
静
か
で
す
か
ら
、

ひ
た
す
ら
読
書
に
打
ち
込
み
、
自
分
を
見

つ
め
る
エ
リ
ア
で
も
あ
り
ま
す
ね
。
そ
し

て
受
験
生
で
し
ょ
う
か
、
参
考
書
と
問
題

集
に
マ
ー
カ
ー
と
付
箋
が
沢
山
つ
い
て
い

ま
す
。
隣
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
リ
モ
ー

ト
授
業
を
受
け
て

い
る
方
も
い
ま
す
。

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
は

と
て
も
充
実
し
て
い

ま
す
。

奥
に
行
っ
て
み
ま
す
。
と
て
も
い
い
匂

い
が
し
て
き
ま
し
た
。
テ
ラ
ス
も
あ
る
喫

茶
店
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
せ
そ
う
で
す
。

ト
ー
ス
ト
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
勿
論
有

料
で
す
。入
口
の
ポ
ス
タ
ー
に
は
、レ
コ
ー

ド
鑑
賞
会
の
案
内

が
あ
り
ま
す
。
休

館
日
に
は
昭
和
時

代
の
レ
コ
ー
ド
を

か
け
て
楽
し
む
た

め
に
、
大
き
な
ス

ピ
ー
カ
ー
が
片
隅

に
置
い
て
あ
り
ま

す
。
そ
ろ
そ
ろ
、

Ｖ
Ｒ
か
ら
抜
け
出

し
ま
す
。＊

　
　
　
＊
　
　
　
＊

図
書
館
は
時
代
と
共
に
変
化
し
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
、
知
の
広
場
と
し
て
、
賑
わ

い
の
創
出
場
所
と
し
て
、
世
代
を
超
え
た

交
流
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
少
し
先
に
こ

ん
な
図
書
館
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
想
い

描
い
て
み
る
の
も
楽
し
い
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

少
し
先
の
図
書
館
に
想
い
を
巡
ら
せ
て

秋
田
市
立
中
央
図
書
館
明
徳
館
　
館
長
　
堀
井
　
　
満
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第
76
回
読
書
週
間
に
合
わ
せ
、
令
和
４

年
10
月
１
日
～
11
月
13
日
に
企
画
資
料
展

を
開
催
し
ま
し
た
。

「
本
の
動
物
園
」
と
題
し
、
動
物
に
関

す
る
創
作
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
エ
ッ

セ
イ
、
図
鑑
、
写
真
集
な
ど
を
展
示
し
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
開
園
50
周
年
を
迎
え

る
大
森
山
動
物
園
の
協
力
に
よ
り
、
機
関

誌
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
の
表
紙
を

飾
っ
た
動
物
た
ち
の
写
真
を
展
示
し
、
動

物
園
の
沿
革
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
ま
し
た
。

大
森
山
動
物

園
で
人
気
を
集

め
た
動
物
た
ち

の
か
わ
い
い
写

真
と
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
司
書

が
選
ん
だ
本
の

紹
介
に
、
多
く

の
方
が
足
を
止

め
て
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
10
月
16
日
、
秋
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
主
催
の
親
子
学
習
会
「
図
書
館
の

裏
側
探
検
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
12
組

の
定
員
に
対
し
、
な
ん
と
10
倍
超
え
の
137

組
の
応
募
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

本
や
図
書
館
が
好
き
と
い
う
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
、
普
段
は
入
る
こ
と
の
で
き
な

い
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
、
貴
重
な
図
書
や
古
文

書
、
出
動
準
備
中
の
移
動
図
書
館
イ
ソ
ッ

プ
号
な
ど
、
図
書
館
の
裏
側
を
興
味
深
く

探
検
し
て
い
ま
し
た
。

探
検
後
は
展
示
コ
ー
ナ
ー
づ
く
り
を
体

験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
食
欲
の
秋
に
ち

な
み
「
い
た
だ
き

ま
す
」
を
テ
ー
マ

に
お
す
す
め
の
本

を
選
ん
で
、
手
書

き
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
も
作

成
。
ひ
と
き
わ
目

を
引
く
展
示
コ
ー

ナ
ー
が
で
き
上
が

り
ま
し
た
。

令
和
４
年
８
月
６
日
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海

外
協
力
隊
経
験
者
の
鎌
田
寿
晃
氏
を
講
師

に
迎
え
、
市
民
文
化
講
座
「
ス
リ
ラ
ン
カ　

あ
の
テ
ー
こ
の
テ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

講
座
の
様
子
を
「
秋
田
市
立
中
央
図
書
館

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
ラ
イ
ブ

配
信
し
ま
し
た
。

最
初
に
講
師
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
本
場
の
紅
茶
の
淹
れ

方
に
参
加
者
の
目
は
釘
付
け
に
な
り
ま
し

た
。講

座
は
講
師

が
用
意
し
た
複

数
の
テ
ー
マ
の

中
か
ら
、
参
加

者
の
挙
手
で
選

ば
れ
た
も
の
を

取
り
上
げ
る
形

で
行
わ
れ
、
特

に
関
心
が
高

か
っ
た
紅
茶
を

は
じ
め
、食
べ
物
や
学
校
教
育
に
つ
い
て
、

ス
リ
ラ
ン
カ
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の
テ
ー
マ
で
も
活

発
な
質
疑
応
答
が
続
き
、
大
変
な
盛
り
上

が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

明 

徳 

館 

の 

事 

業

小
学
生
の
夏
休

み
期
間
に
合
わ
せ

て
河
辺
分
館
が
開

催
し
て
い
る
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
主

に
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
館
内
の
様
々
な
コ
ー

ナ
ー
や
書
架
を
巡
り
な
が
ら
、
一
人
で
、

兄
弟
姉
妹
で
、
あ
る
い
は
大
人
の
知
恵
を

借
り
な
が
ら
、
全
５
問
の
ク
イ
ズ
を
解
い

て
い
き
ま
す
。
簡
単
な
問
題
に
も
手
強
い

問
題
に
も
必
ず
ヒ
ン
ト
を
添
え
て
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
苦
戦
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
。
な
か
な
か
自
力
で
全
問
正
解
と
は

い
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
最
後
に
は
、
み
な

無
事
に
全
問
正
解
者
と
な
り
、
お
り
が
み

製
の
「
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
」
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
笑
顔
で
受
け
取
っ
て
く
れ
ま
し

た
。令

和
４
年
度
は
８
月
３
日
か
ら
21
日
ま

で
の
17
日
間
に
延
べ
80
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

河
辺
分
館
の
事
業

図
書
館
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
＆

「
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
」
を

さ
が
そ
う
！

親
子
学
習
会

「
図
書
館
の
裏
側
探
検
」

市
民
文
化
講
座

「
ス
リ
ラ
ン
カ

あ
の
テ
ー
こ
の
テ
ー
」

企
画
資
料
展

「

本

の

動

物

園

」



－ 4－

令和４年度事業 令和４年度の中央図書館明徳館、 フォンテ文庫 （☆） で実施した主な事業を紹介します。

◦７／３０

親子で一緒に「オリジ

ナルノート」を作る。

講師：椿田清子氏
（パンダのえほん修理屋さん代表）

☆「アニバーサリースペシャル
  『フォンテ文庫
   ありがとう１１周年』」 ◦８／２～９／２９

２０１２年から２０２２年７月

号までの「新刊

ガイド」で紹介

した図書の展

示・貸出し。

資料展示

「新刊ガイドプレイバック」

◦８／９

布バッグに自分で切り抜いた

紙を配置し、染色してオリジ

ナルのマイバッグを作る。関

連資料の展示・貸出し。共催：秋田市環境部

夏休み子ども講座

「切り紙でデザインする
 ステンシルマイバッグづくり講座」

◦９／１８　

会場：秋田市文化創造館

子どもたちが様々な体験をするイ

ベントにイソップ号が出動。ボラ

ンティアによるおはなし会を実

施。

移動図書館イソップ号特別巡回

「あそびのはじまり２０２２」

◦８／６（詳しくはｐ３をご覧ください）

市民文化講座

「スリランカ　あのテーこのテー」

◦１０／１～１１／１３
（詳しくはｐ３をご覧ください）

読書週間２０２２企画資料展

「本の動物園」

◦９／２５

ボランティアによ

る、人形劇「さん

まいのおふだ」、

大型絵本「どうぞのいす」、パネルシア

ター「おばけのいつつごちゃん」などの

上演。

「明徳館子ども広場」

◦７／３、７／１０、

　７／１７

５，６年生の図書委員を中心

に、学校図書室にあったら

役に立ちそうな本を選ぶ。

「小学生の選書体験」

◦６／７～６／２６

元海外協力隊員である鎌田寿晃氏

が撮影した写真を展示。関連資料

の展示・貸出し。共催：JICA 東北

資料展示

「JICA海外協力隊が出会ったスリランカ
 外交関係樹立７０周年記念展」

◦６／２６

芥川賞候補となった「神楽坂」について学ぶ。
講師：山崎義光氏（秋田大学准教授）

共催：�放送大学秋田学習センター

市民文化講座

「矢田津世子 『神楽坂』 と
 その時代」◦６／２８～７／１０

◦１／２４～２／５

石川達三氏が受賞した、

第１回芥川賞の正賞であ

る懐中時計を展示。

「第1回芥川賞正賞
 懐中時計特別展示」

◦４／５～５／２９

土崎図書館、新屋図書館、雄和図書

館、河辺分館所蔵の雑誌を集めて展

示・貸出し。

資料展示

「あなたのために秋田市立
 図書館の雑誌を集めました。」 ◦４／１９～５／１５

乳幼児の発達段階に合わせて、絵本を

中心に展示。また、読書のバリアフリー

のための点字の本や大活字本などを展

示・貸出し。

こどもの読書週間資料展示

「本ではぐくむ こどものこころ」

◦４／２６～５／１２

◦１０／２７～１１／４

期間中の平日に、子どもたちのいる施設

でボランティアが読み聞かせやエプロン

シアターを実施。

「訪問おはなし会 －読書週間－」

◦２／１８、２／１９

万葉集の代表的な歌人とその歌を取り上げ、最

古の歌集の魅力を味わう講座。

講師：冨樫とも氏

市民文化講座

「はじめての万葉集　時代を生きた歌人」

◦３／１１（予定）

保存期間が過ぎた図書

館の雑誌を、市民の皆

さんに無料で提供。

「雑誌リサイクル」
◦１２／１８

小学４年生から６年生までを

対象に、児童コーナーの書架整

理、カウンター業務、おすすめ

本の展示コーナー作りを体験。

「図書館のお仕事たいけん」

◦１２／１０

図書館所蔵の洋書絵本等を

活用した、親子向け英語講座。

講師：山田佐和子氏
（大人のあそまなびばen）

親子英語講座

「親子でLet’s Enjoy English! 
 英語でクリスマスカードをつくろう」

◦１２／１７

輪投げやぺった

んダーツ、コロ

コロ迷路であそ

ぼう！

☆「フォンテ文庫
   ウィンタースペシャル
   冬のおたのしみ会」

小学生向けボランティア体験講座

「図書館で本の整理を
 やってみよう！」

◦１１／６

秋の読書週間にちなみ、書架整理の基

本である本の分類や並べ方を学ぶ。ま

た、ボランティア実践者へのインタ

ビューも実施。共催：市民交流サロン

◦７／２０～７／２８

子ども専用の読書相談窓口

を設け、司書が調べものの

進め方やおすすめの本などをアドバイス。

「子どもカウンター」

図書館で見つけよう！　夏休みチャレンジコーナー

資料展示

「みんなの調べ学習応援します！」

◦７／２０～８／２８

夏休みの課題や自由研究の題材と

なるような図書の展示・貸出し。


